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　寒
さむ

い日
ひ

が続
つづ

いていますが、今月
こんげつ

は暦
こよみ

の上
うえ

で立春
りっしゅん

を迎
むか

えます。そして、

立春
りっしゅん

の前日
ぜんじつ

は節分
せつぶん

ですが、今年
ことし

の節分
せつぶん

は2月
がつ

2日
か

です。地球
ちきゅう

の公転
こうてん

周期
しゅうき

と暦
こよみ

の関係
かんけい

で調整
ちょうせい

が繰
く

り返
かえ

され、1897年
ねん

以来
いらい

124年
ねん

ぶりに2月
がつ

2日
か

が

節分
せつぶん

になるそうです。豆
まめ

まきは日
ひ

にちを間違
まちが

えないようにしましょう！

　節分
せつぶん

は季節
きせつ

のかわり目
め

に災
わざわ

いを追
お

いはらう行事
ぎょうじ

です。

　節分
せつぶん

はもともと立春
りっしゅん

、立夏
りっか

、立秋
りっしゅう

、立冬
りっとう

の前
まえ

の日
ひ

のことで、それぞれの

季節
きせつ

のかわる節目
ふしめ

を指
さ

しましたが、次第
しだい

に立春
りっしゅん

の前
まえ

の日
ひ

のことだけをいう

ようになりました。

　節分
せつぶん

に豆
まめ

をまくのは、古来
こらい

から豆
まめ

には霊力
れいりょく

があると信
しん

じられていたからで、

豆
まめ

をまくことで、鬼
おに

（病気
びょうき

や災
わざわ

いなど）を追
お

いはらうという意味
いみ

があるそうです。

　豆
まめ

にはたくさんの種類
しゅるい

があり、世界中
せかいじゅう

でいろいろな

料理
りょうり

に使
つか

われています。また、豆
まめ

は栽培
さいばい

しやすく保存
ほぞん

性
せい

の高
たか

い食品
しょくひん

です。

　日本
にほん

の食卓
しょくたく

に欠
か

かせない大豆
だいず

は、豆腐
とうふ

や納豆
なっとう

など

さまざまな食品
しょくひん

に加工
かこう

されています。

　日本人
にほんじん

の主食
しゅしょく

である米
こめ

のたんぱく質
しつ

には、アミノ酸
さん

のリジンが不足
ふそく

しています。

　一方
いっぽう

で大豆
だいず

にはそのリジンが多
おお

く含
ふく

まれているので、米
こめ

と大豆
だいず

を一緒
いっしょ

に食
た

べる

ことで、足
た

りない部分
ぶぶん

を補
おぎな

い合
あ

ってくれます。ごはんとみそ汁
しる

の組
く

み合
あ

わせは、

たんぱく質
しつ

の観点
かんてん

でも相性
あいしょう

の良
よ

い食
た

べ方
かた

です！

給食
きゅうしょく

費
ひ

の精算
せいさん

について

　３月
がつ

分
ぶん

の給
きゅう

 食
しょく

 費
ひ

で１年間
ねんかん

の給
きゅう

 食
しょく

 費
ひ

の精算
せいさん

をします。春休
はるやす

みまでに食
た

べる給食
きゅうしょく

の回数
かいすう

　 で計算
けいさん

をし、必要
ひつよう

な金額
きんがく

を３月分
がつぶん

の給
きゅう

 食
しょく

 費
ひ

として納入
のうにゅう

いただきます。すでに納入
のうにゅう

いただいた

　 金額
きんがく

のほうが多
おお

い場合
ばあい

は、返金
へんきん

になりますので、その際
さい

は別途
べっと

お知
し

らせします。また、急
きゅう

きょ、

給食
きゅうしょく

を食
た

べないことが分
わ

かった場合
ばあい

は、早
はや

めに担任
たんにん

の先生
せんせい

までご連絡
れんらく

をお願
ねが

いします。

節分
せつぶん

と大豆
だいず

について

　いろいろな種類
しゅるい

の豆
まめ

があります！

　　　大豆
だいず

と米
こめ

は相性
あいしょう

◎

給食だより


